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は じ め に

１９７０年代末の改革・開放そして社会主義市場経済

レジームへの移行を経て，今日までのあいだに中国

社会は光も陰もともなう大きな変化を遂げている。

国全体としては「與世界接軌」（世界と軌道を接す

る）というスローガンを掲げ，７パーセント台から

１０パーセントを超える経済成長率を打ち出している

が，国内事情に目を向ければ都市－農村や沿海部－

内陸部の経済格差，失業や就職難の増加，社会保障

制度の欠落などがあらわになっている。

こうした現象のなかでもとりわけ注目を集めてい

るのが農村出身者の都市への移動をめぐる問題であ

り，１９９０年代末から国内外の研究者や行政関係者，

メディアが膨大な量のレポートやプロジェクトを打

ち出している。それらは人口や経済動向についてマ

クロにとらえたものから，居住問題や治安，労働な

どの具体的課題をとりあげたものまで多岐にわたる

が，多くは農村出身者を短期滞在者であれ定住者で

あれ「流動人口」（戸籍のある地を離れている人口）

という集合的概念のなかに把握している。

本書の著者であるTamara Jackaは，このような先

行研究や報道が往々にして，都市における農村出身

者をどのように「管理」するかという視点に沿って

いることを指摘し，現実の農村出身者，とくに女性

たちの行為主体性（agency）に目を向けた研究を

おこなってきた。その視座の根底には，既存の移動

研究全般において女性は家族や夫にともなって移動

することが想定されており，その経済活動や政治的

影響力が等閑視されてきたことへの批判がある。こ

の試みの一環として，本書は農村出身者を集合的に

とらえることを避け，農村出身女性の個々の経験と

いうミクロかつ質的なデータを参照しながら農村－

都市間の人口移動を読み解きなおそうとする。主に

依拠するのは北京における女性移住労働者の自助支

援組織「打工妹之家」における聞き取りと参与観察

（２００１～０２年），北京市海淀区の農村出身者コミュ

ニティにおける聞き取りの記録である。さらに雑誌

『農家女』や『打工妹』の記事や農村出身女性の手

記，「打工妹之家」の設立者や支援者への聞き取り，

「打工妹之家」でのアンケート調査の結果などを分

析材料として用いている。このような豊富な一次資

料を基に，本書は市場経済期中国におけるジェンダ

ー配置（個人や集団としての女性／男性のあいだで，

資源配分や役割をめぐって編成・再編成される関

係）や，それと深いかかわりをもつ社会政策や制度，

言説について検討している。実証的な手法を用いて

いるが，農村－都市という二項的区分の自明視や，

農村出身者や女性を一枚岩的集団としてとらえる思

考を脱構築しようとする姿勢を貫いている。

内容を具体的にとりあげる前に，著者について紹

介しておきたい。Jackaはオーストラリア国立大学

太平洋アジア研究大学院・ジェンダー関係センター

（Gender Relations Center）の上席研究員であり，

１９８０年代末から北京や杭州の農村出身者コミュニテ

ィ，山東省，四川省の農村においてフィールドワー

クを重ねてきた。その成果は本書のほか，１９９４年に

アデレード大学に提出した博士論文をもとにした

Jacka（１９９７）や，Arianne M. Gaetanoとの共同編集

による論文集［Gaetano and Jacka２００４］などにま

とめられている。中国の農村女性とその移動をめぐ

るジェンダー分析にもっとも早い時期から取り組ん

できた研究者の一人である。

Ⅰ 本書の構成と内容

序 論 「周縁」から「中心」へ

第１部 主体

Tamara Jacka,

Rural Women in Urban
China : Gender, Migration,
and Social Change.

Armonk : M. E. Sharpe, 2006, xii＋329pp.
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第１章 「農村の白痴性」と「都市の近代性」

の狭間

第２章 働く姉妹たちの集合

第２部 場

第３章 場に入って／疎外されて

第４章 欲望の場

第３部 人びと

第５章 関係性

第６章 アイデンティフィケーション

第４部 時間

第７章 語り，時間，行為主体

序論は，ポストモダン・フェミニズム理論のキー

概念を現代中国のジェンダー関係に結び付け，本書

全体を貫く理論枠組みを示している。分析対象とし

て経験を採用するにあたり，著者はそれが個人のも

のでありながら社会実践や言説によって形作られて

いること，そして個人のアイデンティティや主体位

置（subject positions）はこの過程を通じて生成する

ものであることを指摘する。個人がその経験におい

て主体位置を拒絶することは可能である。例えば

「農民」というラベルを与えられた者が戸籍のある

地を離れて暮らすことや，子どもを農業戸籍にも非

農業戸籍にも登録しないで産み育てることはありう

る。しかし戸籍管理を逃れることは社会的排除を示

す「認識対象外／おぞましさ」（abject）の位置を

もたらすものである。

しかし著者は主体位置を支配的言説や権力との関

係においてのみとらえるのではなく，主体の遂行的

行為（performance）によって変動する，幅をもつ

概念として把握していこうとする。農村出身女性の

主体とその経験，主体位置をとりまく言説や社会関

係の相互構築性をあきらかにすることで，「周縁」

と「中心」の関係（ジェンダーや農村と都市の関係）

を所与の二元的構造としてではなく，常に再編成さ

れるものとして見直すことができるのではないか─

─本書の議論はこのような視座に基づいて組み立て

られていく。

第１章は中国における「モダニティ」概念から農

村－都市関係の系譜をたどりながら問題の背景を描

写する。著者は，国家発展がモダニティに帰結する

という１９世紀以降のエリート近代主義の思考が今日

の中国の農村－都市関係に連続的につながっている

として，以下のように指摘する。第１に，居住地（農

村－都市）と職業（農業－非農業）をめぐる差異化

のプロセスが不平等性を構築している。第２に，か

つて農業の集団化の過程において農民たちは「訴苦」

（苦難のアピール）を通じて行為主体性を獲得して

いたが，その後はこのような機会が制約され，農民

は自ら語る「主体」ではなくなった。第３に，農村

がかかえる低開発の要因が農民自身の質に帰せられ

た。最後に，市場指向型の改革のなかで農民の「他

者化」が進んでいる。メディアは農村出身者たちに

ついて，あるときは後進性や犯罪と結び付け，ある

ときは経済発展の英雄や見習うべき勤勉なモデルと

して描く。またあるときは農村出身者を社会的弱者

ととらえることで都市居民の優位性を保つ──中国

の国家アイデンティティは，このような「内なるオ

リエンタリズム」の構図によって再構築されている。

第２章では１９９０年代後半から出現した非政府組織

や新しいメディアの活動に目を向ける。中国におけ

る市民運動の台頭ともいえるが，この現象もまた農

村出身者の「他者化」と背中合わせである。分析の

中心となる「打工妹之家」は，婦女連合会関係のメ

ディア関係者を上部にもち，上意下達的なシステム

の下で「農村女性の『素質』（人間の質）を高める」

ことをめざしてきた。この点で「打工妹之家」はナ

ンシー・フレイザーのいう「下位の対抗的な公共性」

（subaltern counterpublic）とはいえない。しかし

この方式は海外の研究者や資金財団の批判を受けて

きた。さらに「打工妹之家」に参加する農村女性た

ちはその活動への不満を認識することで「自分たち

のアイデンティティ，利害関心，要求をめぐってそ

れを覆すような解釈を定式化する対抗的な討議を考

えだし，流布させていく」ことになった［フレイザ

ー１９９９］。結果として２０００年代に入ってから「打工

妹之家」は農村出身女性の主体的参加を前提とする

組織へと改変を重ねている。

第３章は農村出身女性たちが受けている制約につ

いて，制度的背景とケーススタディーを示す。中国
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において農村女性の状況を規定する制度の最たるも

のは戸籍制度である。投資家や高学歴の専門家など

に戸籍の購入が認められている一部の都市を除けば，

農村出身者が都市に戸籍を移すことはできない。農

村女性が都市男性と結婚し出産しても，子に都市で

の戸籍登録を認められない状況も近年（北京では

２００３年）まで続き，戸籍をめぐる制約は家族形成に

も影響を及ぼしてきた。一方で農村では「出嫁女」

（村の外の相手と結婚した女性）の土地請負経営権

を確実に保障するための制度がないなど，女性の生

活基盤はそもそも脆弱である。すなわち農村女性た

ちはそのライフコースを通じて安定した「場」をも

てない状況にある。

こうした制約にもかかわらず，多くの農村女性た

ちは都市へと移動している。第４章は第１章でとり

あげた都市における発展とモダニティの言説を，農

村女性たちがどのように受け入れているかを分析し

ている。聞き取りを通じて浮き彫りになるのは「打

工妹之家」にやってくる若い女性たちと，海淀区の

既婚女性たちとの差異である。「打工妹」たちは農

村に残り結婚することを選べば，土地請負経営権の

問題や，父方居住婚・族外婚にともなう不自由さに

直面することを認識しており，都市に自己実現の可

能性をかける。一方で既婚女性たちは自らの可能性

には関心を示さず，もっぱら家族の生活維持や子ど

もの将来について考えている。しかしいずれのケー

スにおいても，都市はモダニティ，若さ，欲望，発

展の場として認識されている。

第５章は先行研究でしばしばとりあげられる「孝

行娘」／「反抗的な娘」モデル［Lee１９９８他］や，

夫に付随する移住者として女性をとらえる従来の開

発経済学モデルを批判的に参照しながら，農村－都

市，過去－現在－将来という空間や時間を移動する

女性たちが自らの主体位置をどのようにとらえよう

としているかを検討している。著者の観察からは郷

里の伝統的価値観を拒絶しつつも家族との信頼関係

をつなごうとする「打工妹」たちや，夫の経済的行

為と必ずしも結び付かないかたちで意思決定をおこ

なう既婚女性たちの姿が見えてくる。

第６章は農村出身女性たちのアイデンティティに

ついて分析する。彼女たちは「田舎者」，「都会者」

の線引きを自ら再生産し，前者に自らを位置づけつ

つも，後者を必ずしも優位とはとらえない。ときに

都市の人間の服装や性に関するモラル，思いやりの

なさを批判し，「文明性」に疑いのまなざしを向け

る。

終章である第７章は農村出身女性の語りに着目す

る。海淀区で集住する既婚女性たちのあいだでは，

「農村経済戦略としての移動」が語られる。１９９０年

代初中期の北京や杭州の「打工妹」たちは農村女性

のライフコースにおける「幕間としての移動」につ

いて語った。「逃避としての移動」を語る女性や，

より前向きに「運命を変える移動」や「自己を高め

るための移動」を語る女性たちもいる。このような

彼女らの語りはときに支配的言説と相反する。「農

村経済戦略としての移動」，「幕間としての移動」の

語りはいずれも，農村－都市間の分断をおびやかす

ものではない。しかし彼女らの意識は，国家・国民

の「発展」を志向する中国政府の言説とは相容れな

い。一方で「逃避としての移動」，「運命を変える移

動」，「自己を高めるための移動」を通じて旧来の価

値観や農村－都市の分断を越えていこうとする女性

たちは，農村社会にとっても都市社会にとっても脅

威となる存在である。だが個人の発展や物質的豊か

さ，社会的地位の向上を求める意識は，政府の言説

と轍をともにする。国家発展そして農村出身女性個

人の発展において，当人たちの主体が犠牲となる構

図が浮かびあがる。

著者はこのような構図を打ち破る可能性として，

今日的状況における「訴苦」をとりあげる。「打工

妹之家」とのかかわりを通じて農村出身者たちが自

ら組織化し行動することの困難を知った Zhou Ling

は，農村－都市関係が社会秩序のなかで構築されて

いることをとらえ，普遍的な人権意識に向けて語り

かける。この語りに反映されるように近年，人権問

題をめぐる批判が社会に広がっており，中央政府の

指針にまで影響を与えている。ここから著者は，資

本主義的な社会経済秩序が変化していく可能性を遠

望的に示唆し，本書を締めくくっている。
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Ⅱ 本書の評価

本書は１０年以上のフィールドワークに基づく膨大

かつ詳細なエスノグラフィや農村女性たちの語りや

手記を通じ，市場経済期中国のジェンダー秩序を多

角的にとらえている。質的アプローチに基づく検討

が少ない現代中国研究において重要な意味をもつ文

献である。議論の特徴は，ポストモダン理論を経た

フェミニストアプローチの視座から農村と都市の二

項的区分の社会構築性をあきらかにしながら，この

かかわりにおいて女性の移動を把握しようとしてい

る点にある。従来の移動研究と異なり，著者の目的

は夫や家族への付随，経済行動，自己実現など「移

動の要因モデル」を特定することにはない。女性た

ちの主体位置を規定する社会的・経済的状況をとら

えながらも，個々の女性たちによる語りや公共空間

の形成によって位置に「ずれ」が生じる可能性をも

見出している。移動研究にとどまらず，ライフヒス

トリー分析や社会運動論とつながる多角的アプロー

チから，現代中国の社会構造の変化をダイナミック

に描き出しているといえる。

検討課題をあげるなら，第１に都市居民の状況が

やや静態的・一面的に描かれているように思う。農

村出身女性たちが従属的な被抑圧者像にとどまらな

いのと同様，都市居民たちもまた多様な現実を生き

ている。例えば市場経済化のなかで職を失った国有

企業労働者や，下放政策によって農村生活を送った

かつての「知識青年」と，農村出身者との関係は単

純なヒエラルキーの構図のなかには位置づけられな

いのではないか。農村－都市秩序の再編成のなかで，

都市居民の主体位置がどのように変化していくのか

を追うことも可能であろう。第２に，２００２年の第１６

回全国人民代表会議において「三農問題」（農業，

農村，農民）が政治的課題としてとりあげられて以

来，都市の農村出身者をめぐる状況はめまぐるしく

変化しているが，著者のフィールドワークはそれ以

前の期間におこなわれたものであり，近年の動向に

ついては政策の変化について簡単にふれるにとどま

る。本書が描き出しているのは，一時的な（しかし

重要な）通過地点ととらえる必要があるだろう。農

村－都市間のジェンダー秩序はいままさに再編成の

過渡段階にあり，継続的な観察と検討を要している。
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お詫びと訂正

本誌第４８巻第１２号に下記の誤りがありましたので、お詫びして訂正いたします。

記

箇所：７６ページ左段下から３行目

誤 第１６回全国人民代表会議

正 第１６回中国共産党全国代表大会
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